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三 陸沿岸 に お け る大気中酸素濃度の 連続観測
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1、は じ め に

　大気 中 02〆N2 比 （02 濃度）は CO2 濃度 の 変動 と

密接 に関係 し て お り、両者 を同時 に観測 ・解析す

る こ とに よ り炭 素循環 を理 解す る上 で 重 要 な知

見が得 られる た め、こ れまで フ ラ ス コ サ ン プ リ ン

グに よ る系統的な観測が行なわれ て きた 。 また 、

近年、よ り高時間分解能で 02 濃度変動を捉 える

た め、連続観測も行 われ る よ うに なっ て い る。本

研 究 にお い て は、大 気 中 02 濃度 の 変動を詳細に

把 握 し、そ の 変動 要 因を明 らか にする た め、大気

中 02濃度連続観測シ ス テ ム を新た に開発 し、三

陸沖の 江島 （38
°23’N

，
141°35’E）で 2008年 10 月

か ら大 気 中 02 濃度連続観測を行 な っ て い る。 こ

こ で は初期結果 を報 告す る 。

2，計測シ ス テ ム

　使用 し た計測シ ス テ ム は ぐ 燃料セ ル 02 濃度計

を検 出部 として 開発 した もの で あ り、標準ガ ス お

よ び 大気試料 の 温度 と 圧 力 を精 密 に制御す る こ

とに よ り、標準偏差で ±2．5　per　meg （0．5　ppmv に相

当） とい う高精 度測定 を可能 と し た 。ま た 、 こ の

シ ス テ ム には NDIR も組み 込 ん で お り、02濃度 と

CO2 濃度 の 同時連続観測が可能で あ る 。

3．結果

　 図 正に 2008 年 10 月か ら2010 年 3 月の 観測結

果 を示 す。02濃度は明瞭な季節変化 を示 し、極大

値、極小値はそ れ ぞれ 8 月 、3 月 に現れ 、振 幅は

約 135per　meg で あ っ た。　 CO2 濃度は 02濃度 とは

ま っ た く逆 位相 の 季節変化 を 示 し 、振 幅は 12

ppm で あ っ た 。

　夏期 には 02 濃度、CO2 濃度にそ れぞ れ約 30peエ

meg （約 6ppmv ＞、5ppmv 程度 の 日変化 が現れ た 。

こ の 結果 を基 に一〇2 ：CO2 交換比 を求め る と一1．1 と

な り、植物 活動 か ら期待 され る値 と
一

致す るの で、

夏期の 活発 な植 物活動 を反 映 した も の と考 え ら

れ る 。 ま た、4 月 初め か ら 7 月 上 旬に か け て 、 時 々

，2．O 以下の 値を示 し た 。こ れ らの 値は 、植物 活動

や化石 燃料燃焼か ら期待 され る値よ り低く 、 ま た

そ の 期 間 の APO は
一

時的に高 い 値 を取 るな ど大

きな変動 を示 した。後 方流跡 線解 析 の 結果 と ク ロ

ロ フ ィ ル ーa 濃度 の 分布 を比較 す る と、高い APO

値 を示 し た 期間 の 空気 塊は オ ホ ー
ツ ク海 の ク ロ

ロ フ ィ ル ーa 濃度 の 高 い エ リア を通過 し て観測点に

到達 して い た こ とが明 らか で あ り、こ の 時期 の 活

発 な海洋生物活動に よ る 02 放出 が大気 中 02 濃度

の 変動に関与 し て い た こ とが示 唆 され た。
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図 1．江 島 で 観測 された大気中 02 ／N2 比 （上）

と CO2 濃度 （下）。 図中の実線は 日平均値 に対

する ベ ス トフ ィ ッ トカーブを示 す 。
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